
１　施策の目的（目指す姿）

２　達成度
（１）成果指標

（２）近隣自治体との成果水準比較

３　達成度評価結果

評価シート作成者名

評価責任者名

30.3 40.0 50.0

対象
(誰を，何を対象としているのか)

だれもが生涯を通して気軽にスポーツ・レクリエーションを楽しめる市民

市民部長　細川　　恒

市民部次長　沼田　由子

Ｈ25計画
（年度目標値）

Ｈ26計画
（最終目標値）

生涯にわたり楽しめるスポーツ・レクリエーションライフの実現

Ｈ23実績値

意図
(この施策により対象をどのように変えるのか)

Ｈ24計画
(年度目標値)

平成25年度施策達成度評価シート(24年度実績評価)

4 共に生き未来を創る教育・文化 43

名称
施策の柱

コード 名称
施策

コード

指標名 単位 指標の性格

市民アンケート調査
「週１回以上スポーツをしている」と答えた市民
の割合

％ ↗

Ｈ24実績値

28.1 40.0

全国　45.3％（Ｈ21），岩手県　38.1％（Ｈ22），青森市　32.4％（Ｈ23），秋田市　38.4％（Ｈ20），仙台市　36.4％（Ｈ22）

　各競技団体や各体育施設の指定管理者等が，生涯スポーツの振興のため，これまで開催してきたスポーツ教室やス
ポーツ大会などの事業内容を精査するとともに市民ニーズを的確にとらえ新たな事業を追加し，より多くの市民が参加
できる環境の整備により，参加者の増加に努めた。
　また，好摩体育館及び相撲場を改築し，スポーツに親しめる環境の整備に努めた。取組内容と成果

成果を押し上げた要因

　事業の周知により参加者の増加が見込まれた要因もあるが，平成23年度は東日本大震災の影響により体育施設が
破損し，修繕等のため施設が使用できない期間があり事業の中止や参加者数が減少したことから，平成24年度には事
業数及び参加者数が回復したという一面もあると考えられる。

目標と成果とにギャップがある場合，その要因

　市民の健康維持・増進のためにはスポーツが有効な手段であることの意識の啓発が十分行き届いていないことや，ス
ポーツに参画できるように各種スポーツに関する情報発信及び情報システムの利便性の向上が進められていないこと
が考えられる。

これからの課題

　平成24年度に策定した「盛岡市スポーツ推進計画」に基づく施策を実施していく。
　平成28年の希望郷いわて国体の開催及び競技力の向上を図るため施設の整備及び改修を推進していく。一方，公
共施設のアセットマネジメントの考え方に基づき平成25年度中に「スポーツ施設の適正配置計画」を策定するもの。
　また，盛岡市，盛岡市体育協会，競技団体，スポーツ推進委員，総合型地域スポーツクラブ等の連携を強化し，ス
ポーツを支える環境整備を進めるともに，スポーツに関連した新たな需要に対応できるスポーツ推進体制を構築してい
く。

他自治体の状況等

市民アンケート調査
「週１回以上スポーツをしている」と答えた市民
の割合

指標名



４　各主体に期待する役割

５　成果達成への基本事業の貢献度

スポーツや事業に関する情報の提供
施設の管理運営と整備

事業への参加と新たなスポーツへの取組
施設の利用

役割の内容

スポーツや事業に関する情報の提供
施設の管理運営と整備

スポーツや事業に関する情報の提供
施設の管理運営と整備

市

国・県・
他自治体

市民・NPO

432 スポーツ・レクリエーション施設の整備と活用 50

基本事業
比重

コード 名称

431 スポーツ・レクリエーション活動の充実 50

企業・その他



１　基本事業の目的（目指す姿）

２　成果指標

３　役割分担分析

平成25年度施策達成度評価シート(24年度実績評価・基本事業の状況)

対象
(誰を，何を対象としているのか)

意図
(この施策により対象をどのように変えるのか)

681 700 700

189,000 190,000

698 700

Ｈ24計画

189,000 173,822

Ｈ25計画 Ｈ26計画
(年度目標値) （年度目標値） （最終目標値）

役割の内容
役割分担
比率(％)

・スポーツに関する情報の提供。

・事業への参加と新たなスポーツへの取組。

・スポーツや事業に関する情報の提供。

・スポーツや事業に関する情報の提供。

10

50

10

30

事業参加者数 人 ↗

評価シート作成者名 市民部次長　沼田　由子

指標名 単位 指標の性格

市民
生涯スポーツに関わる団体・指導者

参加する機会が提供され，多くの市民が参加できる.

170,589

Ｈ23実績値 Ｈ24実績値

市の事業数 件 ↗

コード 名称

431 スポーツ・レクリエーション活動の充実

施策の柱 施策
コード 名称 コード 名称

4 共に生き未来を創る教育・文化 43 生涯にわたり楽しめるスポーツ・レクリエーションライフの実現

基本事業

企業・その他

市民・NPO

国・県・
他自治体

市

各主体の
役割の状況



１　基本事業の目的（目指す姿）

２　成果指標

３　役割分担分析

施設の管理運営と整備

10

市民・NPO

施設の利用

50

企業・その他

施設の管理運営と整備

10

各主体の
役割の状況

市

施設の管理運営と整備

30

国・県・
他自治体

役割の内容
役割分担
比率(％)

施設利用者数 人 ↗ 787,795 856,000

32 32 32

856,000 858,000813,966

市の施設数 施設 ↗ 32 32

市民
スポーツ・レクリエーション施設

場（施設）が提供される。

指標名 単位 指標の性格 Ｈ23実績値 Ｈ24実績値
Ｈ24計画 Ｈ25計画 Ｈ26計画

(年度目標値) （年度目標値） （最終目標値）

評価シート作成者名 市民部次長　沼田　由子

対象
(誰を，何を対象としているのか)

意図
(この施策により対象をどのように変えるのか)

コード 名称

432 スポーツ・レクリエーション施設の整備と活用

基本事業
コード 名称

平成25年度施策達成度評価シート(24年度実績評価・基本事業の状況)

4 共に生き未来を創る教育・文化 43 生涯にわたり楽しめるスポーツ・レクリエーションライフの実現

施策の柱 施策
コード 名称


